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行 政 視 察 報 告 書

令和 7年 2月 15日

長浜市議会議長 高山 亨 様

長浜市議会議員 千 田 貞

私が参加 した次の行政視察の結果について報告 します。

視察等名
・ 「恵風会、行政視察」、

視察 日時  令和 7年 1月 30日 (本)～ 31日 (金 )

視察先及び 目的

①「東京都台東区リノベーシヨン型まちづくり事業」

東京都台東区 区議会 '都市づくり部地域整備第二課」

②「2040年に向けた新たな地域医療構想」について

厚生労働省 1医政局地域医療計画謀地域医療構督推進事

③「中東遠総合医療センター」について

静岡県掛川市 。袋井市病院企業国

4.調査内容感想等

①「東京者焉台東区リノベTシ ヨン型まちづくり事業」について

台東区者【市計画プランに基づく北都地域の現状の改善に取り組む

リノベーシヨン事業にっいて学ぶ

② 「厚生労働省・医政局・地域医療計画課地域医療構想推進室」で

新たな地域医療構想に関する取りまとめが昨年 12月 に出された、こ

の構想を湖北坤域の今後の議論にどう生かす
Pゝ

につ
|｀ 下〒

ぶ

③掛川市・袋井市病院企業団立「中東遠総合医療センター1について

記
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。研修の目的

①  台東区北部 におけるリノベーシヨン まちづ くり事業を学び、
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き家 。

ノベー シ ヨン い
｀
⊂ の

生活利便施設の誘導を行 い、「人 々が共生 し住み続けられるイ更利なまちを目指さ

れ ている。

可ヒ菩Б は、高度経済成長期 に、日雇い労イ壼力者が多 く 今 なお簡易 司斤が 1

00 存在 してい

労イ壼力 や、産業 の変化 に よ り き蒙、牢き店舗 多 く存在 し、これ らの

よ H

いため、葉斤̂律 醍の流 入が期待 ぷれ るハ

② 好イ筆九省 医政 域 医療 計 画課 城 戻 室にお い て 、 市 の

今後 2040 年 F口日顕狩どのよ イこ洸らえて な構撫 を イこ医療を進 めるつ 、新 た 点 を

学び入院 療だけでな く、外 医療・在宅医療、介護連携 も姑象 となることを

膝 ま 身_て め芳 々学 ぶ ^

⑥  中 総合医療セ ンターで、隣接 治体の市立病 同士の統合 に り中核

病院を された。これまでの経緯、手法を学ぶ こと 目的に した。

。研修の内熔

①  台 区は東京老【内中昂ムた|ヽ さい で 人口ιま21.6 万 人ぉ

北都地域 、戦後の復興期か 高度経済成長期 にかけて 日雇い労働者が夕夕く、簡

易 宿 泊 所 ミ今 か お 100 軒 余 り在手存す る^ その中で、牢☆家・牢き ナ曽加

している。 その活用をするためリノベーシヨン型まちづ くりを展 すること

を推進 している∩

令和 3 年度か ら調査の実流、翌年は き家の調査、 域 のキーパー ノン とな

る人材 掘、その後、 の魅力発信 を 講演会、意 交換会、活性イヒイベ ンし

狩行 うこ溢で、希望者 のマ ッチ ン卜等行 いナ和域 の申沫力発
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され その後、5 件 中 4件の 成 果 を LIず 胸ノた

十 十 ク エ ー 工 の ど

された

② 労イ動省 局 地域 医 画誤 地域 室において

これカ 医濡 要 の イヒ、2040 年 まで 85 歳以上の 口 が ナ曽力日し、 療・介
,ゝぅ の

譜 の複 ―ズは高ま 叉、救魚搬 50/0)曽力日、 宅 医療需要 は才童 7
0/。増加

す るぉ これ カゝ らとま、 今 担 カミ必須 と澄 り明確化 される^医療機 関の 強 化

、持続可能な医 が求め られる∩

今後 の 2040Z手を 見 え 人口規槙 20 万人未満の 従事者の確保 、

医療機 の維持 が必要で 地域 医 の策定を明確イする必要がある

③  中 総合医療センターの成 り立ち、統合の経緯 聞き、静岡県の実情を

院長 か 学 んだ 桂トナ| 市 立 病院、袋井市 民病 院 が それ ぞれ考朽イ陀し、 戻 師

不 足 消、診療科の ノト等 の影響 に り、 平 成 19年 12 月 1こ 桂トナH市・袋井市

新 病 議会が立 れ、協 されてきたハち 上 イザら

その後、誤顕対策など協議状浙1は公 開 とし、市民の反姑など丁寧な説明 がされ

た∩大学の協力による 師確保 、建設場 の絵討、地方 企業法の 用 を

維持 し、断 らない救急 を 目指 し、救急車の受 け入れ 、 の増加
た
奉行 い、

病院経 の想定以上の 善がされた。

。研修の結果を本市にどのように反映させるか

の て ベ ー シ ョン ア
」 して ど地

このよ ′F~美証事例がある
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も補助 活用 して、民間での活力な ど連携 して、リノベーションが
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で き
本市で

に煮 な どによ リマ ッチングまでできるように情報発信 などできるよう

る事カゝ ら取 り組み をすることを 用 で き る∩

② 2040年を見据 た医療・介 の複合 ―ズヘの対応

以上の の増加を踏 えると救 は 75%増加、在宅医 イま85

62% 加することが見込まれる。

「 0「 え るし

結型の医療・ 狩構築

○ 外 ・れ宅、 な ど岸ぅ た な抽城 医 の 対象 とす

これらのことから、木 市 イこおいて 幸、十分 に対 き るで を准 める

③  中 合医療セ ンターにおいて 統合、再編 については、市民 が重要

なポイン卜となること 学んだ∩

このことから、本市においても、市 の理解が不可 である とを まえ、

丁寧な説明、情幸脱 スピー ド感、更に広報など詳細な により、市民に十

分 な理解の醸成に努めることが 事である。

今の市の進 め方では市民に対す 理解 はでき いと思う。

本市の市民病院の設 考である市長が セールスしない現状で仝 に トップ

は、統△ 。再編はできないと思 う∩ 先ず は、医 研修医の育 そ し

て将来に向けてのビジョンを掲げ、経営の 自立性 を高め、地域 医療 。災 医療の

耳会イ1/、  「断 あ澄 救ヽ魚 |
カ ロ標 こ百 な る布 窯 狩図れ る とヤ つ ^

,濯ざ祥1ヾ
1

中東遠総合医療センター
耕書堂 吉原細見
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